
１　はじめに

　北海道の畑作においてアズキ・ダイズ・菜豆と

いった豆類の作付は，安定した収益性確保と地力

を維持する輪作体系確立との両面から，極めて重

要な位置を占めています。また，府県におきまし

ても消費者の国産ダイズ嗜好の高まりを背景とし

て，水田転作作物としてダイズの作付の重要性が

高まっております。これらの他に重要な豆類作物

として生食用・冷凍食品用のエダマメ・いんげん・

えんどう・ソラマメなども挙げられます。これら

豆類の共通した特徴として，開花・着莢時に花落

ち・莢落ちしてしまう比率が極めて高いという点

については本誌昨年２月号でご紹介したとおりで

す。具体的には，開花した花のうち成熟した莢ま

で生長できる割合（着莢率）は，全体の３～５割

にすぎないということが明らかにされています。

しかもこの比率は様々な要因で変動し，開花期の

異常高温・低温・寡照・干ばつなどによってさら

に着莢率は低下してしまい，大きな減収の原因と

なることが知られています。つまり，豆類栽培に

とって開花期の生育管理は収量・品質を決めるた

めに極めて重要であるわけです。また，この時に

植物ホルモンの一つであるサイトカイニンが，非

常に重要な役割をもっていることについても本誌

昨年２月号にてご紹介いたしました。今回は当社

独自に開発した豆類専用葉面散布資材ジャックス

パワーの効果についてご紹介いたします。

２　ジャックスパワーの特性

　当社では従来より葉面散布資材スノーグロー

エースを販売しており，特にバレイショ・ナガイ

モ・ニンニクなどの畑作栽培農家の皆様や，野菜・

園芸農家の皆様からご好評を頂き，この分野では

珍しい１０年を超えるロングセラー商品としてご愛

用頂いております。しかしながら，アズキ・ダイズ・

えだまめなど豆類に対しては，年次によって評価

に変動があることなどを課題として捕らえており

ました。

　そこで当社では，独自の技術で天然植物抽出物

を回収・濃縮し，従来商品スノーグローエースに

添加することにより，豆類専用のパワーアップ商

品を開発いたしました。その結果，大幅な莢落ち

抑制・成り疲れ軽減につながり，気象条件の違い

などの年次変動の少ない，安定した作用を発揮で

きるように改良されました。

　主な効果としては下記の２点があげられます。

①莢落ち抑制

　植物抽出物の添加により花落ち・莢落ち抑制が

期待できます。この場合の散布適期は開花始から

２週間以内の開花初期となります。

②成り疲れ軽減

　植物抽出物の添加により成り疲れ軽減が期待で

きます。これはいんげん・さやえんどうのように

長期間収穫が続く作型で特に有効です。この場合

の散布適期は開花初期から１～２週間間隔で収穫

期間中連続散布となります。また，ジャックスパ

ワーのご使用経験を積まれた方ですと，定期的な

散布でなく「“木”が弱ってきた」「成り疲れてき

た」と感じた際に，適宜散布していただくという

方法でもご好評を得ております。

３　スノーグローエース種子粉衣タイプの併用

　上記のとおり豆類栽培では，開花期が非常に重
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要な生育ステージですが，当然ながら開花期まで

に順調な生育を促すことも重要です。特に露地栽

培では，発芽時の低温などにより十分な初期生育

が得られない場合があります。この対策として，

スノーグローエース種子粉衣タイプの併用をお勧

めしております。使用法としては播種前に種子重

量に対して０．５％のスノーグローエース種子粉衣

タイプを混合・乾粉衣するだけという手軽な方法

です。写真１にスノーグローエース種子粉衣を

行ったアズキを育苗バットに播種した試験の状態

を示します。上の写真で示してありますように，

無処理の種子の右隣の列にスノーグローエース種

子粉衣を行った種子を播種し，生育させました。

ある程度生育したところでバットの裏側を見たも

のが下の写真ですが，スノーグローエース種子粉

衣を行った区では，根の生育が極めて旺盛になっ

ていることが分かります。この根張りの良さが初

期生育を助け，とりわけ播種期が低温であった年

では安定した生長を助けます。表１に１９９３年の大

冷害の際の圃場試験結果を示します。平年ですと

根の発達は促されるものの，地上部の生育にはこ

こまで大きな差は認められませんが，低温年では，

このような大きな生育差になることがありますの

で，特に北海道・東北地方での露地栽培ではお勧

めいたします。

　なお，この現象は豆類以外でも同様ですので，

スノーグローエース種子粉衣タイプはトウモロコ

シ，スイートコーン，コムギ，ゴボウなどに対し

て幅広くご愛用いただいております。また，種子

粉衣タイプのもう一つのメリットとして使用コス

トが低い点もあげられます。使用量は上述のとお

り種子重量の０．５％にすぎませんので，葉面散布資

材と土地面積当たりで比較すると，非常に安いコ

ストで済むことになります。

４　実際の使用方法（試験基準）　

①アズキに対する使用方法（試験基準）

　現在，ジャックスパワーを最も広くご愛用いた

写真１　スノーグローエース種子粉衣タイプを使用した
アズキの状態。○上 ：左から無処理→スノーグ

ローエース（ＳＧＡ）種子粉衣タイプ処理→他社
製品粉衣を２反復で播種しました。○下 ：スノー

グローエース種子粉衣区で根の発達が旺盛に

なっていることが分かります。

表１　冷害年（１９９３年）のスノーグローエース種子粉衣

タイプ処理したアズキの初期生育の比較

茎部乾物重（ｇ）葉部乾物重（ｇ）葉面積（�）本葉数草丈（�）
０．１８（１００）
０．２０（１１１）

０．８３（１００）
０．９６（１１６）

２２．７（１００）
３８．０（１６７）

４．０（１００）
４．２（１０５）

２２．６（１００）
２３．５（１０４）

無処理区
ＳＧＡ粉衣区
　７月２７日調査（江別）。８個体×６反復。
▲スノーグローエース粉衣タイプを使用することによって，初期生育が促進され特
に葉面積・葉部乾物重が増加していることが分かります。

図１　ジャックスパワーを散布したアズキの収量比較 
（ＳＧＡ区＝スノーグローエース種子粉衣＋スノーグローエース開花初期散布； 
ＪＰ区＝スノーグローエース種子粉衣＋ジャックスパワー開花初期散布）。 
品種：エリモショウズ，１９９５年。 
●従来商品スノーグローエースよりも安定して収量が増加しています。 
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表２　アズキ・ダイズに対するジャックスパワーの使い方 　 （試験基準）

ジャックスパワー使用
スノーグローエース
種子粉衣タイプを使用

使用方法

開花初期から２週間以内播種前種子粉衣処理時期

１０ａ当たり１００ｇ／水１００�で
葉面散布（１，０００倍希釈）

播種前種子粉衣：種子重
量に対し，０．５％の割合
で乾粉衣

使用量



だいている対象作物はアズキで，発売以来安定し

てご好評頂いております。使用方法としては表２

のとおりです。播種時には前述のようにスノーグ

ローエース種子粉衣タイプをお薦めしておりま

す。開花期にはジャックスパワーの散布によって

着莢促進・増収をねらいます。その際，開花始か

ら２週間以内での散布を確実に行って下さい。図

１に１９９５年の全道各地で行った試験結果を示しま

す。試験圃場により地力・気象の違いがあるもの

の対照区（無処理区）と比較して，スノーグロー

エース種子粉衣＋ジャックスパワー開花初期散布

区の収量が多くなっており，その傾向は従来商品

スノーグローエースよりも大きいことが分かりま

す。また，この時にアズキの植物体にどのような

変化が起こっているかを調べたものが表３です。

ジャックスパワー区では着莢数が増加し，その結

果粒数・粒重も増加しています。この着莢数の増

加によって増収がもたらされたと考えられます。

②ダイズに対する使用方法（試験基準）

　ダイズもアズキと同じ豆類ですので同様の効果

が期待できます。使用方法はアズキに準じます（表

２）が，アズキと比較してダイズの開花は一斉に

起こりますので，特にジャックスパワーの散布適

期（開花初めから２週間以内）の厳守を心がけて

下さい。図２に１９９７年に行った試験結果を示しま

す。対照区（無処理区）と比較してスノーグロー

エース種子粉衣＋ジャックスパワー開花初期散布

区で莢数が増加しており，収量も多くなっている

ことが分かります。

③えだまめに対する使用方法（試験基準）

　えだまめはダイズの一種ですので当然ながら同

様の効果が期待できます。ただ，露地栽培でない

場合は，初期生育促進のためのスノーグローエー

ス種子粉衣タイプは必要ない場合が多いでしょう

（もちろん地温不足が懸念される地域・作型では

粉衣タイプの併用をお勧めいたします）。使用方法

を表４に示します。ダイズ同様にジャックスパ

ワーを開花始から２週間以内に１回散布し，作型

によってはその７～１０日後に２回目散布を行って

下さい。図３に１９９９年に行った試験結果を示しま

す。対照区（無処理区）と比較してジャックスパ

ワー散布区で莢数が増加しており，収量も多く

なっていることが分かります。

④いんげんに対する使用方法（試験基準）

　いんげんも同じ豆類ではあるものの，莢を適宜

継続的に収穫することにより，収穫期間が長期間
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表４　えだまめに対するジャックスパワーの使い方  （試験基準）

ジャックスパワー使用使用方法

開花初期から２週間以内（およびその７～１０日後の２回散布）処理時期

１０ａ当たり１００ｇ／水１００�で葉面散布（１，０００倍希釈）使用量

図２　ジャックスパワーを散布したダイズの収量比較 
（ＪＰ区＝スノーグローエース種子粉衣＋ジャックスパワー開花初期散布）。 
品種：スズマル，１９９７年。 
●莢数は増え（左），収量も増加しています（右）。 
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図３　ジャックスパワーを散布したえだまめの収量比較 
（ＪＰ区＝ジャックスパワー２回散布）。 
品種：サヤムスメ，１９９９年，露地。 
●莢数は増え（左），収量も増加しています（右）。 
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表３　個体調査結果  （１９９５年，旭川市西神楽，数値は個体当たり）

百粒重（ｇ）１莢粒数粒重（ｇ）粒数莢数

１０．５
１０．１

６．９４
７．１０

 ８．９（１００）
１０．８（１２１）

 ８５．０（１００）
１０６．７（１２６）

１２．５（１００）
１４．９（１１９）

対照区
ＪＰ区

▲開花期のジャックスパワー散布によって莢数が増加し，粒数・
粒重が増加しています。

表５　さやいんげんに対するジャックスパワーの使い方  （試験基準）

ジャックスパワー使用使用方法

開花初期から１週間～２週間間隔で収穫期間中連続散布処理時期

１０ａ当たり１００ｇ／水１００�※で葉面散布（１，０００倍希釈）使用量

※１，０００倍希釈液で葉面がまんべんなく濡れる程度を基準に作型によって調節して下さい。
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になるという作型上の特徴があります。また，こ

れに伴って開花も長期間に渡って継続的におこり

ます。さらに収穫後期になると，どうしても収量

の漸減・曲がり果の発生といった「成り疲れ」の

症状が現れてくるという問題もあります。そこで

着莢促進に加えて，成り疲れ軽減をねらった

ジャックスパワー使用方法として開花初期の散布

に始まり，その後も１～２週間間隔で継続散布を

行う方法（表５）をお勧めしております。表６に

長期取りいんげんでの試験結果を示します。

ジャックスパワー隔週散布（２週間に１回散布）

区・毎週散布区ともに収穫開始から１か月までで

莢数・収量の増加が認められ，２か月目において

も毎週散布区で上物莢数・収量が増加しているこ

とが分かります。１か月目までの規格内莢数の推

移を図４に示します。成り疲れの軽減をねらって

ジャックスパワーを継続散布した場合，特に収穫

期後半で規格内莢数が多くなっていることが分か

ります。また，このような定期的な散布でなく

「“木”が弱ってきた」「成り疲れてきた」と感じ

た際に，適宜散布していただくという方法でもご

好評いただいております。

５　おわりに

　ジャックスパワーに限ったことではありません

が，このような葉面散布資材の使用は，作物栽培

の根幹となるものではありません。栽培の基本は

やはり適切な土作りと肥培管理にあり，これらを

おろそかにしては，どんなに高価な資材もその真

価を発揮できないでしょう。しかしながら，適切

な肥培管理を行った上で，最後の総仕上げとして

ご使用いただければ非常に大きな力を発揮します

し，また，作型・地域性・気象条件・品種特性な

どにより肥培管理だけでは，どうしても回避でき

ない問題があるときにも，適切な使い方によって

お役に立てることと思います。そのためにはそれ

ぞれの資材の特徴を知り，上手な使い分けが必要

になると思われます。そういった面からも，本誌

昨年２月号の拙書「豆類におけるサイトカイニン

の役割とその利用」をぜひご一読いただけるよう

お勧めいたします。

　今回，本記事で取り上げられなかった作物に対

する効果や，全国各地での現地試験データ等につ

きましても，順次ご紹介していく予定であります

が，お急ぎの場合は，最寄りの当社営業所にお問

い合わせいただければ幸いです。

表６　ジャックスパワーを散布した長期取りいんげんの収量の比較。

　　　品種：ベストクロップキセラ，１９９８年

総収量
（�／１０ａ）

上物莢数
（／１０ａ）

上物収量
（�／１０ａ）

処　　理収穫期間

２，２６８．８（１００）
２，６０２．９（１１５）
２，６８８．０（１１８）

  ４１２．３
  ５０６．８
  ５７８．４

１，０７８．０（１００）
１，２９７．５（１２０）
１，５００．２（１３９）

対照区
ＪＰ隔週散布区
ＪＰ毎週散布区

１か月目

３，５０１．１（１００）
３，２８４．８（９４） 
３，７０４．５（１０６）

  ５５６．２
  ５６０．５
  ６７９．０

１，６６８．５（１００）
１，７２６．３（１０３）
１，９８３．６（１１９）

対照区
ＪＰ隔週散布区
ＪＰ毎週散布区

２か月目

５，７６９．９（１００）
５，８８７．７（１０２）
６，３９２．５（１１１）

  ９６８．５
１，０６７．３
１，２５７．４

２，７４６．５（１００）
３，０２８．８（１１０）
３，４８３．８（１２７）

対照区
ＪＰ隔週散布区
ＪＰ毎週散布区

合　　計

▲収穫期間が２か月となっても，特にジャックスパワー毎週散
布区の効果が安定していることが分かります。

図４　ジャックスパワーを散布したいんげんの上物収量の比較 
品種：ベストクロップキセラ，１９９８年。 
●規格内莢数が隔週散布によって増加，毎週散布によってさらに増加しています。 
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●播種後６２日前後で収穫できる中生品種。 
●草丈６０ｃｍ前後で小葉、分枝数、花数が多い。 
●莢は照りのある濃緑色、くびれのない丸莢で長さ１５ｃｍ程度。 
●子実の肥大が暖慢で、１～２日の収穫遅れでも品質の劣化は 
　ほとんどない。 
●莢の太さは７～８ｍｍ程度とスリムで品質・食味ともに優れる。 
●着莢位置が比較的高く、着莢数も多い。 
●秀品莢の割合が高く、市場性抜群。 

ベストクロップ  キセラ 
市場で認められた味と品質●●●●● 

雪印の高級いんげん 



春の舞 
（農林水産省品種登録8284号） 
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◆極早生エダマメ 

サッポロミドリ 
（種苗名称登録第263号） 

サヤコマチ 
（品種登録申請中） 

◆極早生エダマメ 

◆中早生エダマメ 


